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「ママパパラインちば」は、助成金・寄付等で運営しています。 

ママやパパたちが、気軽に安心して話せる場として、また、

誰にもいえなかった胸の内や、押し込めていた気持ちを吐き出

す場として、ゆっくりと時間をかけてお聴きしています。 

子育ての悩みや不安は尽きることはありませんが、少しでも

肩の荷物を軽くするお手伝いができること、民間で、傾聴等の

専門性をもつ受け手ボランティアが、普通の感覚で聴くライン

を特徴としている｢ママパパラインちば｣を、ご支援いただきま

すようお願いいたします。 

 

お問合せ･申し込みは、子ども劇場千葉県センターまで 

 

 

「ママパパラインちば」では、電話を受 

ける受け手ボランティアや大量のカード

仕分けや発送などのお手伝いをいただく

ボランティアを募集しています。 

ボランティアのご希望があった場合は、 

まず直接お会いする機会をもって説明し、

お話しをお聴きして齟齬がおきないよう、

オリエンテーションも入れた丁寧な対応

をさせていただきます。 

 

 

●賛助期間 

【賛助の期間は１年とし、４月から翌年の３月までといたします。 継続時期が近づきま

したら連絡いたします。】 

●ラインの最小限の基本的な運営のために使用します。 

（電話基本料金 周知のためのカード・ポスター作成費  研修費）   

●賛助金は、1 口 ２，０００円 （何口でも可）  

● 振込先 

郵便振替 口座番号００１５０－９－４１５１９２  

加入者名：子ども劇場千葉県センター  

 

☎ 2020年 4月～2021年 3月までに受けた件数 

20０件（平均通話時間 ３9分）※昨年207件 

☎ 受け手研修会実績：８回・２０時間 

☎ 広報周知実績 

カード配布169,500枚   ポスター配布5,000枚 

 54 市町村の子育て支援課,包括支援センターを通じて、当事者にカードを配布 

 市町村の教育委員会を通じ、小学校へカードを配布 

 千葉県小児科医会 千葉県歯科医師会 市町村社会福祉協議会 千葉市幼稚

園協会、子育てサロン、子育て支援NPO等にポスター掲示・カード配布 

☎マスコミ掲載  

読売新聞 千葉日報社 東京新聞 産経新聞  地域新聞 船橋よみうり 

北総（八千代・佐倉）よみうり 浦安新聞 行徳新聞 UKIUKI  

☎千葉県の虐待防止マニュアル及び「あなたのこころ元気ですか？」に掲載 

☎県内市町村の子育て冊子・ＷEB掲載 

市川市 船橋市 佐倉市 君津市 横芝光町 木更津市 八千代市 南房総

市 富津市 鋸南町 柏市 成田市 多古町 浦安市 茂原市 長生村  

柏市「はぐはぐ柏」 船橋市「ふなっこナビ」 市川市「市川っ子WEB」 

野田市「にじいろnavi 」銚子市 ＨＰアップ（年間）  

 

 

不許複製 

ママパパラインQR コード 

今年度のアドカードは、千葉県赤い羽根共同募金助成金により作成しました。 

特定非営利活動法人 子ども劇場千葉県センター 
〒260-0031 千葉市中央区新千葉 2-17-6 サンコート新千葉 102 号 

TEL：043-301-7262  FAX：043-301-7263   

E-mail：kidchiba@lily.ocn.ne.jp ＵＲＬ http://chiba.gekijou.org/ 

 

 

コロナで始まり収束しないまま 1 年が過ぎました。緊急事態宣言発令中（2020 年 4 月 9 日～5 月末まで）は開設

を休止し、6 月より再開しました。コロナの感染拡大防止で子育て支援施設が閉鎖や開設を縮小し、長期自粛で

家にこもり続けた親たちは、不安やストレスがマックスに達し、孤立に拍車をかけています。 

受け手は伴走者としてあいづちや適切な問い掛けによりかけ手に寄り添い、気持ちが整理されて落ち着き、前向

きな一歩を踏み出せるよう丁寧に傾聴しました。養育者自身の自立と問題解決を促すことにつながるよう、厳

しい内容も落ち着いて受け止める受け手ボランティアのモチベーションも高く、誇りを持って受けることが

できました。 

 

Ｒ 2008 年 3 月商標登録 

ママパパラインは・・・ママ・パパたちの子育てを応援するために開設しています 

 

☆ママ・パパたちのブルーな気持、悩み、とまどい、不安、喜び等、何でもお聴きする
専用電話です 
 
☆電話をお聴きするのは、子育てを経験したフツーのお母さんです。研修を積み専門性
をもった傾聴ボランティアです。 

 
☆ありのままのママ・パパの気持ちを受けとめ、何でも言いやすい雰囲気を心がけてい
ます 

 
☆かけ手は名前は言わなくていいし、途中で切りたくなったら切ってもいい電話です 

 
☆もちろんプライバシーは守ります 

 
☆電話だからこそ話せることがあります。気軽にダイヤルしてください 

 

 

■「ママパパラインちば」を支える賛助金をお願いしています。 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjY_Jj7l_3SAhWKgLwKHR67AA4QjRwIBw&url=http://season-freeillust.com/spring/spring-f40.html&psig=AFQjCNH_pcXRAT9-Ku5-I5mAxGuiqzz4NA&ust=1490927456710764
mailto:kidchiba@lily.ocn.ne.jp


 

 

  

 

          

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆1 年間の事業概要【2020年 4月～2021年 3月】 

2020 年 4 月 3 日（金）～2021 年 3 月 26 日（金） 10:00～16:00 

開設日：47 日(毎週金曜日常設 41 日 キャンペーン 6日)  

〔4月 10 日（金）～5月 29 日（金）8回は緊急事態宣言中は休止、祭日 12 月 28 日～1月７日は閉設〕  

相談件数: 200 件 総通話時間 7,652 分 1 件平均通話時間: 39 分 

体制：受け手:20 名 支え手:20 名 スタッフ:7名 アドバイザー：4名  連携機関：4か所 

年間後援：千葉県 

キャンペーン後援：厚生労働省 千葉県 千葉市 (社)千葉県医師会 千葉県小児科医会 千葉県歯科医 

師会 (社福)千葉県社会福祉協議会 千葉県保育協議会  朝日新聞社千葉総局 読売新聞千葉支局 

毎日新聞千葉支局 東京新聞千葉支局 千葉日報社 NHK 千葉放送局 

 

 相談

件数 

合計 

 

内、 

午前中 

かけ手 子どもの年齢（わかる範囲） 

母親 父親 祖母 祖父 
その

他 
0歳 1歳 2歳 

3～未就

学 
小学生 中学生 

高校生

以上 

合計 200 76 193 0 １ 0 6 16 28 14 88 87 13 4 

100%  38％ 96% 0% 1% 0％ 3% 6% 12% 5% 36% 35% 5% 1% 

                

             

相談内容の分類(複数選択) 
所用時

間（分） 

平均時

間（分） 

子ども 本人 夫（妻）

との 

関係 

舅姑 家族 地域 

・ 

行政 

その

他 
  

しつ

け 

発育

(達) 
健康 教育 食事 生活 

合計 9 14 8 12 3 41 95 41 6 3 3 7 7,652 39 

100% 4% 6% 3% 5% 1% 17% 39% 17% 2% 1% 1% 3% 

        

◆目的 ＜子ども（乳幼児～小・中学生）を持つ親・養育者の子育てを応援します＞ 
共感的に聴く専用電話の実施を通じ、子ども持つ親･家庭の子育ての悩みや不安に耳をかたむけ、話を聴いて 

もらったり、受け止めてもらうことで安定した気持ちを取り戻し、養育者自らが、解決への力を取り戻し（レ 

ジリアンシー）新しい人間関係づくりや育児を前向きに楽しめるようにします。傾聴によるエンパワメントで 

もあり、虐待の未然防止としての効果も期待されています。 

◆市民ボランティアによる垣根の低い民間の電話 
電話を受けるのは一般市民の受け手ボランティアです。受け手が親身に温かく丁寧に話をお聴きし、気持ちに 

共感し受けとめます。アドバイスや指導をせず、気軽に話しやすい雰囲気を心がけています。受け手ボランティ 

アは、年間 20 時間の傾聴や子育て支援に関する一定レベルの研修を受けています。 
 

◆実績・経緯 

  2002 年、｢ママパパライン」を東京で 2 月 22 日（金)～28 日(木)の 6 日間開設し、197 件の電話を受けました。 

その後、全国各地で常設化を進め、現在以下全国 8 箇所で開設しています。2008 年 3 月「ママパパライン」の 

商標登録取得。「ママパパラインちば」は 20 年の実績。 
 

◆全国 8か所のママパパライン  
①ママパパラインほっかいどう ０８０－６０６２－４７３５ 毎週月曜日 １３時～１６時 

②ママパパライン仙台 ０２２-７７３-９１４０        毎週金曜日 １０時～１６時 

③ママパパラインふくしま ０２４２－８５－７８７８   毎月第１・３木曜日 １０時～１６時 

④ママパパライン東京川の手  ０３－３６３３－０４１５ 毎月第１・３金曜日 １３時～１６時 

⑤ママパパラインちば ０４３－２０４－９３９０       毎週金曜日 １０時～１６時 

⑥ママパパラインあいち ０５２－２２８－７２８７ 毎週月曜及び水曜日 １０時～１６時 

⑦ママパパラインわかやま０７３－４３２－３６９０   毎週火曜日 １３時～１６時 

⑧ママパパラインひょうご 078-945-8333 080-3866-8333 毎週第１水曜日 １０時～１４時 

 

 

●電話の声からの傾向や特色（プライバシーに配慮し再構築しています） 

相談件数は 200 件です。(昨年 207 件) 今年度の特徴は 3歳～小学生の子どもを持つ親 

からの電話が 175 件（71%）で一番多く、0 歳～2歳児の親からも一定件数かかってきて 

います。内容の分類については母親本人のことが 95 件(39％)と断トツ多く、夫との関係 

が 41件（17%）です。夫への不満を訴え、離婚や離婚調停の話などもあります。 

コロナウィルス禍の為、在宅ワークや休校で家族の在宅時間が長く、イライラやストレス 

を感じていること、コロナウィルスへの不安や対応が人により温度差があり、ストレスに 

なるという声も入ってきています。 

 

0 歳～2歳までの乳幼児を持つ家庭からは、はじめての子どもの子育てはちょっとしたことも不安になり、

発達について気になっていることや、離乳食を食べないイライラ感など、聴いてほしい、教えてほしいと、

育児に一生懸命でまじめなママたちです。ママパパラインは気軽に話せ、いつもママたちの味方です。 

 

 

 

 

 
 

昨年同様、小学生を持つ家庭からの電話は 87件(35%）、3才～未就学前が 88 件(36％)と、71%の件数がこの

年齢を持つ家庭からかかっています。子どもの友達関係、ママ友関係、学校とのトラブル、子どもの不登校

気味、子どもの ADHD 等、子どもの発達を心配する等、多岐にわたります。 

 

 

 

 
 

 

コロナ禍で生活スタイルが変わり、家庭内やママ友、夫婦間で起きているストレスの声が届きました。 

 

 

 

 
 
 

シングルマザーからの電話も多くなりました。自立してしっかり子育てをしているたくましいママたちの声

に、受け手も思わずエールを送りたくなります。でも、時々孤独感を感じ、辛くなり、自分を責めることも

あります。そんな時、話せる人・話を聴いてくれる人・わかってくれる人を求めています。 

 

 
 
 

 
 
 

母親自身のこと。イライラ感 ストレス 自信がない 孤独 辛い 離婚したい もう限界･･･ 抱えてい

る気持ちや感情を、そのまま吐き出せるママパパラインでありたいと思います。 

自閉・ADHD・アスペルガーの発達障がいがある。不登校気味で感覚過敏でマスクが苦手。昼夜逆転/小 3おねしょをするこ

とがある。おむつを使うこともある/学校が ZOOM と隔週登校になり、親の仕事もあって ZOOM がうまくできない/レトルト

や買ってきたものは食べるが手づくりの物は食べない、子どもは大嫌い、食べてくれないから/一泊の学習旅行がある、コ

ロナが心配。/学校が 6 月に再開しストレスなのか？大騒ぎで反発する、児相や警察の人がきた/子どもに発達障がいがあ

り、テストの前になるとパニックになり大暴れする/反抗が醜い、言葉も凄くすぐに切れる/仲間外れにされている 

コロナでストレスがたまりイライラしている。保育園もお弁当になり、夫の給料も減ってしまった/今後どうなるかわか

らず身構えてしまう。遊びたい盛りなのにずっと家にいて悪い影響があるのでは？/コロナで 1年棒に振った、やりたか

ったこと目標が完全にストップした/コロナ禍なのにお茶に誘われたりライン電話をかけられイヤになった。/コロナで夫

が在宅ワーク、夫婦の関係がギクシャクしている/育児休暇延長中、コロナで子どもとの遊びに疲れた 

シングルマザーを隠していて知人をおしゃべりが本音で会話できず、相手を信用していない/ちゃんと子育てていけるか

不安だが、これからもきっと乗り越えられると思う/シングルマザーの道は決して楽ではなく孤独な中で迷いや苦しみを

感じている。話を聴いてくれる人がなかなかいない/子どもになめられている。父親の代わりと思うと悲しくなる。 

離乳食を食べてくれない。拒絶がすごくてトラウマになりそう/スキンシップを嫌がり抱きしめようとすると体をのけぞ

る 1日中ご機嫌が悪い/1歳半まだ単独歩行せず、受診と個別相談を受けているが異常なし。でも気になっている/自分で

歯ブラシをもってやるが仕上げを嫌がる/自分にべったりでずっとついてきて疲れる/1歳半健診、気が重い。母子手帳の

項目にできない項目がある/初めての予防接種で、熱が出たわけではないが泣く。ネットで調べ気になり電話した。/保健

師さんに卒乳の準備をと言われた。ピタッと止めるべきでしょうか？/何もかもうまくいかない、子どもに振り回される 

 

頑張っている母親だと思う。人の目が気になる。認められたい・ほめられたい/今まで頑張ってきたが結果がついてこない、

モヤモヤが晴れない/夫以外の誰かと話したい！おしゃべりしてもいいですか/役所の相談機関で、ちゃかされたような対

応に納得がいかない/ママ友との距離をおきたい/子どもを最優先して自分を犠牲にしてきた、頑張りすぎたかな？/もう疲

れた、家族やめたい、悩むことに疲れた、人間に疲れた/実母に共感してもらえず言われたことにカチンときた/子どもの

評価＝自分の評価と受け取ってしまう/夫とのコミュニケーションがとれない、無視されている、家裁に相談しようと思う 

https://ameblo.jp/shouko--yamada/image-12271284269-13928151406.html

